
「地球温暖化はどこまでが自然変動か。IPCCの温暖化の将来予測は仮説であり、真実ではない。（田中 博）」より引用
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 IPCCモデルと赤祖
父・田中説の自然
変動の図示です。

 IPCCモデルは1970
年～2000年の気候
温暖化のトレンド
（図の赤線）を、
CO2の増加による
放射強制力をモデ
ルに組み込み、延
長したものである
ことが判ります。

 IPCCモデルは4つ
のRCPシナリオの
集約です。RCPに
ついては〔P2］を
参照下さい。

 IPCCモデルは仮説
であり、いずれ、
誤謬が明らかにさ
れるでしょう。
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グラフの∓0℃の世界の気温は13.5～14℃



IPCC Prediction（将来予測）の内訳としてのRCPシナリオ
（Representative Concentration Pathways： CO₂などの濃度経路シナリオ）
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P1の「IPCC prediction」内訳である4つシナリオ・RCP2.6～RCP8.5の説明
IPCC predictionは4つのRCPシナリオで構成されています。シナリオ名の2.6～8.5は、各シナリオの温暖化対策

の結果による、CO2の2100年における排出量の数量（RCP8.5では8.5W/㎡）を名前に付しています。
また、各シナリオの対策に応じた、気温の上昇予測を1986～2005年の基準値比の差で予測しています（表）。

『株式会社エコ・プラン「エコトピック」』＆ 「地球環境センターニュース2007年11月号」より引用

RCPシナリオ図（℃、年）
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